
















































以下、 132 で各形式について概観し、 133 で分析の枠組みについて述べる。それを踏まえ、
134 で各形式を個別に記述し、 135 で同じタイプの確認要求を表すパとッキャについて詳し
く考える。なお以下では議論の対象となっている方言形式のみをカタカナ表記、その他の
部分は共通語訳し、ひらがな表記で示すことにする。また、文の適格性を表すには次のよ















する場合は、 rノ J を介して接続する必要がある (8-9) 。
(8) たぶん、あいつは来ないドデネーガ/之デネーガ}。
(9) お前、体調でも悪いドデネーガ/之デネーガ}。








(13) どさ(どこへ)行くドッキャ/パ↓/*ンデネーガ}。 【WH 疑問】
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による異なる聞き手 (SA と yc) への発話であるが、祖父 (SA) に対してはッキャを用い
るのに対して (18)、 YC (同性・同世代の友人)に対してはパナを用いている (19) 。
(18) 065YA: ん一、 Y (学校名) 去年 K (大会名)で ベストエイトまで行つ
た之主主 (SA: ん)だはんで 人集まんねんだぴょん。 (SA: ん)
ん一。 K (学校名)はずんぷ人入っちゅーみてーだよ。…(略)
(大阪大学 SS コーパス ver. l.O 津軽:老一若談話より)
(19) 013YA: おめーも忙しつつー話だ笠土。
014YC: ん一、今な、忙し一時期だんだいな。





は、 (1) 話し手の認識が不確かでありそれを聞き手に持ちかけて確認を行うのか、 (2) 話
し手の認識は確かであり(半ば一方的に)間き手にそれを持ちかけるのか、という遣いで
ある。 (1) は宮崎 (2∞0) の《聞き手依存型》確認要求にあたり、 (2) は《聞き手誘導型》
確認要求にあたる。標準語では、田野村 (1兜8) のくではないか第二類) 3) (以下「では
ないか E類」と示す)が (1) のタイプの確認要求を表し、くではないか第一類) (以下「で























る必要がある。標準語の rではないか」は、 (23) のように共有情報について確認すること
に加えて、以下に示すように話し手個人の評価を述べることができる。
(25) 妻:このジャケット素敵でしょ。


































































c. 仮に式に 100 人来るとするツキャ。一人千円で考えると 10 万円だ。
c. だから言ったッキャ。あの人には気をつけなさいって。








B: んだッキャ(お前も披露宴にいたじゃないか) cf. そうじゃないか
一方、間き手に全く認識が無い場合にもツキャが用いられることがあるが、この場合には
聞き手の認識を前提としてはおらず、この点で「ではないか」とは異なる。











デネー(+文末詞)は、否定疑問とくではないか E 類〉の用法を担い、くではないカミ I 類〉
の意味で用いられることはない。したがって、基本的に《聞き手依存型》の確認要求のみ
を表すと言える。この点、標準語の「ではないか」とは異なる。以下の (43) は否定疑問
文(くではないか皿類))の例、 (44) はくではないか E 類〉の例、そして (45) はくで
はないか I 類〉の例である。
(43) 本当にお前高校生デネー{ガ/ナ/ンズ} ? 
(44) a. (あいつは来るの?)たぶん来るんデネー{ガ/ナ/ンズ}。







推量形式が後援する点 ((46) (47)) や、カをノカに置き換えられる点 (48) も標準語のくで








(47) 107YA: ん一。 T (人名)、 J (学校名)の T先生いるっきゃ (SA: んー)
あの入、 M (地名)さひとり いーのいるんだってさ (SA: ん
ー)この前 しゃべってったはんで。 (SA: んー)ん一、誰だべなど、
H (人名)主主ごさ主ど[笑いながら]思っちゃーんだけど。 (SA:
ん-)Iv。
(大阪大学 SS コーパス Vぽ.1.0 津軽:老ー若談話より)
(48) 何かの間違い{じゃないのか/デネーノガ} ? 
なお、標準語のくではないか E類〉には、「じゃないか」の他に「じゃないJ r じゃない












(53) a. お前、調子悪いんデネー ド↓/↑}
b. お前、調子悪いんデネーガ ド↓/↑}
c. お前、調子悪いんデネーナ {↓/事↑}









(54) a. お前、行く{ガ/ナ/ンズ} ? 








































. ナ(標準語の rtlj 相当の意味を表す)と共起する
. 独り言で用いられる
b. ッキャ




































































(64) (A は電池を探している。 B は昨日机の上にあるのを見たが、 A はそのことを知
らない。〕
A: 電池どこかなあ。
B: 昨日机の上にあった{パ/ッキャ}。 (=41) 
(65) (A と B は A の家で C を待っている。実は C は 10 分前に来ていたのだが、A は
ぞれを知らずB だけが知っている。〕
A: C 君遅いなあ o
B: 10 分前に来た{パ/ッキャ}。 (=42) 
パを用いた場合は、話し手の認識と聞き手の認識がそぐわないことを示すために、「対立・
非難」という意味を読み込んで解釈する必要がある (rではないか」でも同様のことが言え





























































男性、調査時 29歳 (1抑4 年生まれ)
移住歴 :0-18 歳:青森県弘前市、 18-22 歳:東京都三鷹市、 22 歳-:大阪府池田市
2) rデネー+文末詞」は、それ自体が疑問文を形成する(したがって、疑問文との「共起」
ではない)ため、この例文からは省いた。














(1 は素数でないことを教えられて)そうか、 1 は素数じゃないか。
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